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＜CAM フィリピン・リサーチ・レポート＞ 

 
2019 年 11 月 8 日 

フィリピンの第 3 四半期 GDP 成⻑率 
6％台へ回復 

 

フィリピン統計局（PSA）が 7 日に発表した同国の第 3 四半期（7-9 月期）の GDP 成長

率は前年同期比+6.2％となり、4-6 月期の+5.5％から大幅に加速した。市場の予測

+6.0％も上回った。 

 

予算成立が４か月遅延していたインフラ整備支出を急いだことが主因。 

 

政府は 2019 年の GDP 成長目標を+6～7％としているが、この目標達成には第 4 四半

期（9-12 月期）に+6.7％の成長を達成しなければならず、その達成は危ぶまれている。 

 

出所：PSAのデータをもとにキャピタル アセットマネジメントにて作成 
以上 
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